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事業概要 

環境省が推進するこどもエコクラブ活動の都道府県レベルでの活動の一環として、大

阪府が取り組んでいる交流会である。この交流会は、参加する子ども達を対象とする

だけでなく、環境活動に関わるリーダーを養成するという「環境活動リーダー支援講

習」の実践的プログラムの対象として取り組まれたものである。 

きっかけ 
動  機 

「環境活動リーダー支援講習」は、この交流会の目的やプログラムを具体的に展開で

きるよう、グループ毎に企画を立案して評価を行い、一位の案が採用されて具体的に

交流会を企画に沿って行うという、半年間を要したワークショップ形式の講習会であ

った。この企画で採用されたのが、私が提案した「まちの自然を探してみよう」とい

う企画であった。 

目  的 
まちの中で、花やみどりの自然が多くの人々の中で守り育てられているか、というこ

とについて子ども達に理解してもらい、都会の中で自然が活きていることを学んでも

らおうというものであった。 

経  過 

子ども達に２つのみどりについて比較し、それぞれの違いや特徴を学べるように、ま

た、そのルートにあるみどりについて考えてもらえるようにプログラムを展開した。

１つは、難波宮跡近くの比較的古い公営集合住宅のみどり、そして、近未来的な

NEXT21のみどりを選択して、子ども達にそれぞれの場所の特性をクイズ形式で考え
られるよう、また、自分たちで住人たちに対するインタビューができるよう等を工夫

した。そして、グループ毎で発表するまで子ども達の自主性を尊重しサポートできる

ようにした。 

主な成果 

子ども達が、年齢に差はあるが、サポーターや住民に積極的にインタビューして、２

つのみどりの環境について素直な驚きとともにその本質を十分学んだようであった。

特に、街のみどりが「人々によって守り育てられている」ことを、そして、自然が活

きていることを学んでくれた。 

推進組織 
大阪府環境情報センター（大阪府こどもエコクラブ事務局） 
平成１５年度環境活動リーダー支援講習会メンバー （いちごクラブ） 
大阪府こどもエコクラブ参加団体 
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